
提供先と協議し、提供物の「種類」、「数量」、「提供形態」などを特
定します。 

提供物の 
特定 

遺伝子組換え生物ほか、提供物の輸送に関して情報の提供が必
要な場合や制限がある場合があります。 
提供物が他者の制作物の改良品などで他者の権利が含まれる場
合は、許諾を受ける必要があります。 

法令、権利 
関係の確認 

作製した研究試料などの成果有体物を学外機関に提供する場合
※は、産学官研究推進センターに所定の届出を提出してください。 
※国内の学術機関に無償で提供する場合または、研究契約等で
別に定めがある場合を除く。 

成果有体物
の届出 

提供物の性質や提供先※等に関して知的財産としての研究試料
の価値をもとに判断し、提供の承認をします。 
※学術機関以外の場合は、実費以上での提供を原則としていま
す。 

大学の 
承認 

提供先と大学の間で提供条件を定めた成果有体物提供契約書
(MTA)を締結します。 
（別の契約書で定められている場合など不要な場合もあります。） 

契約 
締結 

実費等の対価が生じた場合は、試験依頼収入として受け入れ、創
作者に配分いたします。（一般管理費を除く） 

対価の 
受領 

国外への試料の送付は、安全保障輸出管理上の確認が必要で
す。外為法の許可申請要件に該当すると判断された場合は、経
済産業大臣に対して許可申請を行います。 
産学官研究推進センターまで、ご相談ください。 

貨物の輸出
に関する審査 
（輸出管理） 

安全保障輸出管理上の確認および契約の締結が終了後に、貨物
を準備いただき、輸送します。-20℃など温度管理が必要な場合も

対応できる通関業者もございます。産学官研究推進センターまで
ご相談ください。 

貨物の準備、
輸送 

学
内
手
続 

(2014.1) 

国外への研究試料を含む貨物の提供（輸出）については、外為法等の法令を遵守し、関係者間のトラブルを防ぐため、大学では、安全
保障輸出管理規程や成果有体物の取扱いに関する規程などの規程を制定し、経済産業大臣の許可や契約書の締結など必要な手続を
行うための体制を整備しています。下記を参考に必要な手続きを行うようご注意ください。 

【問い合わせ先】 
成果有体物届出 産学官研究推進センター：知的財産担当 invention@list.waseda.jp 
貨物輸出審査    産学官研究推進センター：輸出管理担当 stc@list.waseda.jp 
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